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００００    MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジとはとはとはとは    

MDB カートリッジは AndroMDA で用意されている既存カートリッジでは作成できない MDB

（message-driven Enterprise JavaBeans）と JMS（Java Message Service）のメッセージ送信

部分、つまり JMS によるメッセージ送信からそのメッセージを受信する MDB までを生成するため

の独自カートリッジである。ただし、JMS と MDB 両方を必ず生成する必要はなく、JMS 部分のみ

や MDB 部分のみの生成も可能となっている。MDB カートリッジは単独では使用できず、Spring

カートリッジ、Hibernate カートリッジ、EJB カートリッジのいずれかと併用して使用する。 

MDB カートリッジが生成するファイルは以下の４つである。 

・ メッセージオブジェクトクラス 

JMS と MDB 間で受け渡すメッセージを Java のクラスで表したもの(JavaBeans) 

・ メッセージ送信クラス 

JMS を利用してメッセージを送信するユーティリティ的なクラス 

・ メッセージ受信クラス 

MDB のインタフェースを継承した MDB の実装クラス 

・ EJB の設定ファイル 

メッセージを処理する MDB クラスなどの設定がされているファイル 

 

 

メッセージ 

送信処理 

メッセージ 

受信処理 

伝送される 

メッセージ 

MDB JMS 

API 

 

 

この４種類のファイルは基本的に UML モデルより生成するのだが、EJB の設定ファイルに関

しては、モデルのほかに外部ファイルを必要とする。詳細は利用方法の章で述べる。 

MDB カートリッジで使用するステレオタイプやタグ付き値は MDB プロファイルに記述されて

いるため、MDB カートリッジ使用時にはこのプロファイルを組み込む必要がある。 

本書では MDB カートリッジの導入方法と、利用方法について記す。 

尚、本書で記述されている内容は、AndroMDA3.0 を前提として記述している。 
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００００．．．．１１１１    メッセージオブジェクトクラスメッセージオブジェクトクラスメッセージオブジェクトクラスメッセージオブジェクトクラス    

メッセージをモデル上にクラスとして記述する。モデル上のクラスから、Java のクラス

（JavaBeans）を生成する。JavaBeans を XML に変換したものをメッセージとして送受信する。 

 

モデルの例（クラス図）を示す。 

 

 

上図から生成される Java コードは下図（クラス図とインスタンス図）のようになる。 

 

 

００００．．．．２２２２    メッセージメッセージメッセージメッセージ送信送信送信送信クラスクラスクラスクラス    

メッセージ送信クラスとは、JMS を利用してメッセージを送信するユーティリティ的なクラ

スである。 

 

モデルの例（クラス図）を示す。 
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メッセージを送信するクラスは、ステレオタイプ<<MessageSender>>を付ける。また、メッセ

ージの送信先となるキューをクラスとして表し、ステレオタイプ<<Queue>>を付ける。 

 

上図のモデルから生成される Javaコードは下図（クラス図とシーケンス図）のようになる。 
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MessageSender クラス（上図では、OPCUtils クラス）は、メッセージクラス（上図では、Slip

クラス）を送信するためのメソッド（上図では、sendMessage メソッド）を持つ（static メソッ

ドである）。 

 

００００．．．．３３３３    メッセージメッセージメッセージメッセージ受信受信受信受信クラスクラスクラスクラス    

メッセージ受信クラスとは、MDB のインタフェースを継承した MDB の実装クラスである。モ

デルは下図のようになる。 

 

 
 

メッセージ受信処理を行うクラスにステレオタイプ<<MessageService>>を付け、メッセージ

受信処理を行うメソッドにステレオタイプ<<MessageDriven>>を付ける。また、メッセージの受

信元となるキューをクラスとして表し、ステレオタイプ<<Queue>>を付ける。 

 

上図のモデルから生成される Javaコードは下図（クラス図とシーケンス図）のようになる。 
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００００．．．．４４４４    EJBEJBEJBEJB のののの設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイル    

EJB の設定ファイルとは、メッセージを処理する MDB クラスなどの設定がされているファイ

ルである。 
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モデル中に記述するキュー名は論理的な名称を使用し、論理的な名称と実際のキュー名との

関連は外部ファイル（AndroMDA の設定ファイル「project.properties」）にて指定する。EJB の

DD（Deployment Descriptor）は、project.properies をもとに自動生成する。 
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１１１１    MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジ導入方法導入方法導入方法導入方法    

MDB カートリッジは AndroMDA が用意しているカートリッジではないため、AndroMDA のプロジ

ェクト生成をしても MDB カートリッジの情報は組み込まれていない。本章では MDB カートリッジ

を導入する方法を記す。 

尚、１．１については、MDB カートリッジに変更がない限り 1 度実施すればよい。１．２に

ついては、MDB カートリッジを利用する新規プロジェクトを作成する際に設定する必要がある。 

１１１１．．．．１１１１    MDBMDBMDBMDB カートリッジライブラリカートリッジライブラリカートリッジライブラリカートリッジライブラリのののの配置配置配置配置    

MDB カートリッジを利用するためには、ビルド時に MDB カートリッジライブラリが参照でき

るようにしておく必要がある。そのため、MDB カートリッジのライブラリをリポジトリに配置す

る。本書では用意されている jar を直接配置する方法と、MDB カートリッジのプロジェクトから

ビルドして配置する方法を記す。 

尚、MDB カートリッジライブラリに変更が加えられた場合は再度、ライブラリの配置を行う

必要がある。 

１１１１．．．．１１１１．．．．１１１１    JarJarJarJar ファイルファイルファイルファイルのののの配置配置配置配置    

用意されている Jar ファイル「andromdaandromdaandromdaandromda----mdbmdbmdbmdb----cartridgecartridgecartridgecartridge----3.0.jar3.0.jar3.0.jar3.0.jar」を指定の場所へコピーす

る。コピー先は、Maven のリポジトリフォルダの「andromdaandromdaandromdaandromda\\\\jarsjarsjarsjars」以下にコピーする。 

特に変更していなければリポジトリフォルダは「C:C:C:C:\\\\Documents and SettingsDocuments and SettingsDocuments and SettingsDocuments and Settings\\\\ログインユーザログインユーザログインユーザログインユーザ

名名名名\\\\.maven.maven.maven.maven\\\\repositoryrepositoryrepositoryrepository」となる。 

１１１１．．．．１１１１．．．．２２２２    MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジののののビルドビルドビルドビルド    

MDB カートリッジのプロジェクトがある場合は、そのプロジェクトをビルドすることによっ

てリポジトリに配置される。尚、MDB カートリッジのプロジェクトフォルダ名は「andromdaandromdaandromdaandromda----mdbmdbmdbmdb」

である。 
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１１１１．．．．２２２２    プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト毎毎毎毎のののの設定設定設定設定    

ここで記述する内容は、MDB カートリッジを利用するプロジェクト毎に最低 1 度は設定する

必要がある。設定する項目というのは、MDB プロファイルの適用、MDB カートリッジ情報の設定、

その他の設定がある。 

１１１１．．．．２２２２．．．．１１１１    MDBMDBMDBMDB プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルのののの適用適用適用適用    

MDB カートリッジでは独自のステレオタイプやタグ付き値を使用している。モデルでステレ

オタイプやタグ付き値を使用できるように MDB のプロファイルを適用する必要がある。適用する

には、プロファイルを指定の場所へ配置し、モデルで読み込む。 

まず、用意されている MDB プロファイルの「mdbmdbmdbmdb----profile.xmlprofile.xmlprofile.xmlprofile.xml」を「プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート

\\\\mdamdamdamda\\\\srcsrcsrcsrc\\\\umlumlumluml」へコピーする。この場所にプロファイルを置いていない場合、プロジェクトの

ビルド時にエラーとなる。 

※※※※本書本書本書本書でのでのでのでの「「「「プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート」」」」とはとはとはとは AndroMDAAndroMDAAndroMDAAndroMDA プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトののののルートディレクトリルートディレクトリルートディレクトリルートディレクトリのことをのことをのことをのことを

指指指指すすすす((((図図図図１１１１－－－－１１１１．．．．ではではではでは MDBCartridgeTestMDBCartridgeTestMDBCartridgeTestMDBCartridgeTest ががががプロジェクトループロジェクトループロジェクトループロジェクトルートトトトであるであるであるである))))。。。。    

    

図図図図１１１１－－－－１１１１．．．．MDBMDBMDBMDB プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルのののの配置場所配置場所配置場所配置場所    

    

次にモデル上で MDB プロファイルを使用できるように設定する。まず、MagicDraw でモデルを開

く。 
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図図図図１１１１－－－－２２２２．．．．モデルモデルモデルモデルをををを開開開開いたいたいたいた直後直後直後直後のののの様子様子様子様子    

    

図１－３．のように「ファイル」メニューの「プロファイル／モジュールを使用」を選択する。 

 

図図図図１１１１－－－－３３３３．「．「．「．「プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル／／／／モジュールモジュールモジュールモジュールをををを使用使用使用使用」」」」のののの選択選択選択選択    

図１－４．のように表示されたダイアログの「．．．」ボタンを押下する。 



MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジ    ユーザーユーザーユーザーユーザーガイドガイドガイドガイド    

  

- 13 - 

Copyright © 2005,2006 EXA CORPORATION all rights reserved. 

 

図図図図１１１１－－－－４４４４．．．．プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル／／／／モジュールモジュールモジュールモジュール使使使使用用用用ダイアログダイアログダイアログダイアログ    

表示されたダイアログの「追加」ボタンを押下し、プロファイルが存在するフォルダを選択する。

ここでは、先ほどプロファイルをコピーした「プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート\\\\mdamdamdamda\\\\srcsrcsrcsrc\\\\umlumlumluml」を選択する。

すると図１－５．のような「パス変数を使用しますか？」というダイアログが表示されるので

「<project.dir><project.dir><project.dir><project.dir>」を選択して「選択を使用」ボタンを押下する。尚、「パス変数を使用します

か？」のダイアログは出ない場合があるが、問題なく選択したフォルダはモジュールパスに追加

される。 

 

図図図図１１１１－－－－５５５５．．．．PathPathPathPath 変数使用確認変数使用確認変数使用確認変数使用確認ダイアログダイアログダイアログダイアログ    

すると図１－６．のように選択した内容がダイアログ上に追加される。その後、「OK」ボタンを
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押下する。 

 

図図図図１１１１－－－－６６６６．．．．フォルダフォルダフォルダフォルダのののの選択後選択後選択後選択後のののの様子様子様子様子    

追加したモジュールパス「<project.dir><project.dir><project.dir><project.dir>」を選択すると、ファイル「mdbmdbmdbmdb----profile.xmlprofile.xmlprofile.xmlprofile.xml」が選

択可能になるので選択し、「OK」ボタンを押下して決定する。 

 

図図図図１１１１－－－－７７７７．．．．プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル選択選択選択選択のののの様子様子様子様子    

これで図１－８．のようにモデル上で MDB プロファイルのステレオタイプやタグ付き値を利用す

ることができるようになる。 
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図図図図１１１１－－－－８８８８．．．．プロジェクトモデルプロジェクトモデルプロジェクトモデルプロジェクトモデルにににに MDBMDBMDBMDB プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルをををを取取取取りりりり込込込込んだんだんだんだ後後後後のののの様子様子様子様子    

 



MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジ    ユーザーユーザーユーザーユーザーガイドガイドガイドガイド    

  

- 16 - 

Copyright © 2005,2006 EXA CORPORATION all rights reserved. 

 

１１１１．．．．２２２２．．．．２２２２    MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジ情報情報情報情報のののの設定設定設定設定    

AndroMDA プロジェクトを作成する際の質問に答えていくことによって既存のカートリッジ

の情報は設定されるが、MDB カートリッジは独自のため情報が設定されない。 

そこでプロジェクトで MDB カートリッジを利用するということを設定しなければならない。 

ここでは MDB カートリッジ情報の設定方法を記す。 

プロジェクトに MDB カートリッジを認識させるには、「プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート\\\\mdamdamdamda」 の下にあ

る「project.xmlproject.xmlproject.xmlproject.xml」ファイルを編集するだけである。「project.xmlproject.xmlproject.xmlproject.xml」にはプロジェクトで使用す

るライブラリなどの設定が記述されている。その設定は「<dependency><dependency><dependency><dependency>」タグで囲って設定す

る。MDB カートリッジについても同様に設定する。 

図１－９．に MDB カートリッジの設定内容のテンプレートを載せる。MDB カートリッジ導入

時には、このテンプレートをコピー＆ペーストして必要な部分を追加・変更すればよい。 

 

図図図図１１１１－－－－９９９９．．．．MDBMDBMDBMDB カートリッカートリッカートリッカートリッジジジジ設定部分設定部分設定部分設定部分テンプレートテンプレートテンプレートテンプレート    

<dependency> 

  <groupId>andromda</groupId> 

  <artifactId>andromda-mdb-cartridge</artifactId> 

  <version>${andromda.version}</version> 

  <properties> 

    <!-- メッセージオブジェクトの出力先 --> 

    <message-objects>${maven.andromda.common.generated.dir}</message-objects> 

    <!-- 設定ファイルの出力先(ただし EJB カートリッジとの併用時は削除すること) --> 

    <ejb-xml>${maven.andromda.core.generated.dir}</ejb-xml> 

    <!-- メッセージ受信クラスの出力先 --> 

    <service>${maven.andromda.core.generated.dir}</service> 

    <!-- メッセージ受信実装クラスの出力先 --> 

    <service-impl>${maven.andromda.core.manual.dir}</service-impl> 

    <!-- メッセージ送信クラスの出力先 --> 

    <message-util>${maven.andromda.core.generated.dir}</message-util> 

    <!-- 論理キュー名と実キュー名のペアを設定しているファイルパス --> 

    <propertyPath>${basedir}/project.properties</propertyPath> 

    <!-- 永続化のカートリッジ種類 --> 

    <persistenceType>spring</persistenceType><persistenceType>spring</persistenceType><persistenceType>spring</persistenceType><persistenceType>spring</persistenceType>    

    <!-- Spring Cartridge との併用時に使用される EJB 依存プログラムの生成先 --> 

    <session-ejbs>${maven.andromda.core.generated.dir}</session-ejbs> 

  </properties> 

</dependency> 
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注意点として、MDB カートリッジの設定は必ず他のカートリッジの設定記述の後に記述する

こと。なぜならば、MDB カートリッジは併用しているカートリッジと競合するファイルが存在す

るが、MDB カートリッジは併用しているカートリッジが出力する内容と同一のものを自分の情報

を付加して生成する。しかし、AndroMDA のビルドは project.xml の設定順に処理するため、併

用しているカートリッジよりも先に設定しておくと併用しているカートリッジによって MDB カ

ートリッジの生成ファイルが上書きされる。そのため、併用するカートリッジ設定の後に記述す

る。 

設定に記述するプロパティの詳細については後述する。基本的には図１－９．の内容をその

まま使用して問題はない。ただし１つのプロパティは変更する可能性が高いためここで説明する。

そのプロパティとは<<<<persistenceTypepersistenceTypepersistenceTypepersistenceType>>>>である。このプロパティは永続化の部分をどのカートリ

ッジが作成するのかを指定する。つまり、Spring、Hibernate、EJB カートリッジのいずれかに

なる。それぞれ指定する値は「springspringspringspring」、「hibernatehibernatehibernatehibernate」、「ejbejbejbejb」である。尚、デフォルトは「springspringspringspring」

である。永続化の担当のカートリッジが MDB カートリッジと併用するカートリッジになる。 
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１１１１．．．．２２２２．．．．３３３３    そのそのそのその他他他他（（（（EJBEJBEJBEJB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジとのとのとのとの併用時併用時併用時併用時のののの設定設定設定設定））））    

MDB カートリッジを EJBカートリッジと併用する際には Spring や Hibernate カートリッジと

違い設定する必要な情報が増える。ここでは設定について記す。 

まず、１．３で設定した project.xml の設定で<<<<persistenceTypepersistenceTypepersistenceTypepersistenceType>>>>以外の変更場所がある。そ

れは、<ejb<ejb<ejb<ejb----xml>xml>xml>xml>である。このプロパティは ejb の設定ファイルの出力先なのだが、EJB カート

リッジは、ejb の設定ファイル出力に Xdoclet を使用している（Xdoclet についてはここでは述

べない）。そのため、このプロパティを設定する必要はないので削除またはコメントにする。し

ない場合は余分なファイルが出力されてしまう。よって EJB カートリッジとの併用時は図１－１

０．のようにする。 

 

図図図図１１１１－－－－１０１０１０１０．．．．EJBEJBEJBEJB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジ併用時併用時併用時併用時のののの設定内容設定内容設定内容設定内容    

次に「プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート\\\\corecorecorecore」にある「maven.xmlmaven.xmlmaven.xmlmaven.xml」ファイルの編集を行う。編集内容は

Xdoclet で MDB カートリッジが出力したファイルを Xdoclet 処理対象に含める設定を追加する。

<dependency> 

  <groupId>andromda</groupId> 

  <artifactId>andromda-mdb-cartridge</artifactId> 

  <version>${andromda.version}</version> 

  <properties> 

    <!-- メッセージオブジェクトの出力先 --> 

    <message-objects>${maven.andromda.common.generated.dir}</message-objects> 

    <!-- 設定ファイルの出力先(ただし EJB カートリッジとの併用時は削除すること) --> 

    <    <    <    <!!!!--------ejbejbejbejb----xml>${maven.andromda.core.generated.dir}</ejbxml>${maven.andromda.core.generated.dir}</ejbxml>${maven.andromda.core.generated.dir}</ejbxml>${maven.andromda.core.generated.dir}</ejb----xmxmxmxmllll-------->>>>    

    <!-- メッセージ受信クラスの出力先 --> 

    <service>${maven.andromda.core.generated.dir}</service> 

    <!-- メッセージ受信実装クラスの出力先 --> 

    <service-impl>${maven.andromda.core.manual.dir}</service-impl> 

    <!-- メッセージ送信クラスの出力先 --> 

    <message-util>${maven.andromda.core.generated.dir}</message-util> 

    <!-- 論理キュー名と実キュー名のペアを設定しているファイルパス --> 

    <propertyPath>${basedir}/project.properties</propertyPath> 

    <!-- 永続化のカートリッジ種類 --> 

    <persistenceType>ejbejbejbejb</persistenceType> 

    <!-- Spring Cartridge との併用時に使用される EJB 依存プログラムの生成先 --> 

    <session-ejbs>${maven.andromda.core.generated.dir}</session-ejbs> 

  </properties> 

</dependency> 
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編集箇所は２箇所である。 

 

１１１１箇所目箇所目箇所目箇所目：：：：22222222 行目行目行目行目からからからから 24242424 行目付近行目付近行目付近行目付近    

 

ここに下記のように太字部分を追記する。 

 

 

２２２２箇所目箇所目箇所目箇所目：：：：47474747 行目行目行目行目からからからから 50505050 行目付近行目付近行目付近行目付近 

 

ここに下記のように太字部分を追記する。 

 

 

以上が EJB カートリッジとの併用時に設定する必要な編集内容である。 

<ant:fileset dir="${maven.build.src}"> 

<ant:include name="**/*Bean.java" /> 

</ant:fileset> 

<ant:fileset dir="${maven.build.src}"> 

<ant:include name="**/*Bean.java" /> 

<ant:include name="**/*MDB.java" /><ant:include name="**/*MDB.java" /><ant:include name="**/*MDB.java" /><ant:include name="**/*MDB.java" />    

</ant:fileset> 

<ant:replace file="${ejb.descriptor.dir}/ejb-jar.xml" 

token="Bean&lt;/ejb-class&gt;" 

value="BeanImpl&lt;/ejb-class&gt;"> 

</ant:replace> 

<ant:replace file="${ejb.descriptor.dir}/ejb-jar.xml" 

token="Bean&lt;/ejb-class&gt;" 

value="BeanImpl&lt;/ejb-class&gt;"> 

</ant:replace> 

<ant:replace file="${ejb.descriptor.dir}/ejb<ant:replace file="${ejb.descriptor.dir}/ejb<ant:replace file="${ejb.descriptor.dir}/ejb<ant:replace file="${ejb.descriptor.dir}/ejb----jar.jar.jar.jar.xml"xml"xml"xml"    

token="MDB&lt;/ejbtoken="MDB&lt;/ejbtoken="MDB&lt;/ejbtoken="MDB&lt;/ejb----class&gt;"class&gt;"class&gt;"class&gt;"    

value="MDBImpl&lt;/ejbvalue="MDBImpl&lt;/ejbvalue="MDBImpl&lt;/ejbvalue="MDBImpl&lt;/ejb----class&gt;">class&gt;">class&gt;">class&gt;">    

</ant:replace></ant:replace></ant:replace></ant:replace>    
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２２２２    MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジのののの利用方法利用方法利用方法利用方法    

２２２２．．．．１１１１    ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプととととタグタグタグタグ付付付付きききき値値値値    

下記に MDB カートリッジで使用するステレオタイプとタグ付き値を記す。 

表表表表２２２２－－－－１１１１．．．．ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ    

名前名前名前名前    モデルモデルモデルモデル    内容内容内容内容    

Message Class メッセージオブジェクトを表す 

MessageSender Class メッセージ送信クラスを表す 

MessageService Class メッセージ受信クラスを表す 

MessageDriven Operation メッセージ受信時に起動するメソッドを表す 

Queue Class キューそのものを表す。 

表表表表２２２２－－－－２２２２．．．．タグタグタグタグ付付付付きききき値値値値    

名前名前名前名前    ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ    内容内容内容内容    

@mdb.message.destination.type Queue 送信タイプ(Queue/Topic)を設定 

 

以降ステレオタイプ別の詳細を記述する。 

２２２２．．．．２２２２    <<Queue>><<Queue>><<Queue>><<Queue>>ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ    

<<Queue>>ステレオタイプは、論理的なキューを表すクラスである（（（（注意注意注意注意：：：：<<Queue>><<Queue>><<Queue>><<Queue>>クラスクラスクラスクラス

はははは JavaJavaJavaJava ソースコードソースコードソースコードソースコードをををを生成生成生成生成するわけではないするわけではないするわけではないするわけではない。。。。<<Queue>><<Queue>><<Queue>><<Queue>>クラスクラスクラスクラスはははは JBOSSJBOSSJBOSSJBOSS ににににキューキューキューキューをををを設定設定設定設定するするするする

DDDDDDDD ファイルファイルファイルファイルをををを作成作成作成作成するするするする等等等等にににに使用使用使用使用するするするする））））。<<Queue>>クラスは論理的なキューであり、<<Queue>>

の完全修飾クラス名と外部ファイルにユーザが記述する実キュー名とのマッチングの情報をビ

ルド時に利用する。外部ファイルは「 プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート \\\\mdamdamdamda\\\\project.xmlproject.xmlproject.xmlproject.xml 」に

「<persistenceType><persistenceType><persistenceType><persistenceType>」に指定する。尚、本書のテンプレートをそのまま使用した場合は、「ププププ

ロジェクトルートロジェクトルートロジェクトルートロジェクトルート\\\\mdamdamdamda\\\\project.propertiesproject.propertiesproject.propertiesproject.properties」となる。以下の図２－１．を例にとって説明する。 

 

図図図図２２２２－－－－１１１１．．．．ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ<<Queue>><<Queue>><<Queue>><<Queue>>のののの記述例記述例記述例記述例    
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� Queue1Queue1Queue1Queue1 クラスは、タグ付き値@mdb.message.destination.type=Queue を設定している。

Queue を設定するとこのクラスがキューを表すクラスになる。 

� Topic1Topic1Topic1Topic1 クラスは、タグ付き値@mdb.message.destination.type=Topic を設定している。

Topic を設定するとこのクラスがトピックを表すクラスになる。 

� Queue2Queue2Queue2Queue2 クラスは、タグ付き値@mdb.message.destination.type を省略している。この場

合はキューを表すクラスになる。 

� Queue1Queue1Queue1Queue1、Topic1Topic1Topic1Topic1、 Queue2Queue2Queue2Queue2 クラスの完全修飾クラス名が論理キュー名となる。 

 

次に論理キュー名と実キュー名のマッピングを記述する外部ファイルの内容を説明する。こ

こでは、「プロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルートプロジェクトルート\\\\mdamdamdamda\\\\project.propertiesproject.propertiesproject.propertiesproject.properties」に図２－１．の論理キューのマッピ

ングを記述する。 

 

定義のフォーマットは「mdb.property.mdb.property.mdb.property.mdb.property.完全修飾完全修飾完全修飾完全修飾クラスクラスクラスクラス名名名名====実実実実キューキューキューキュー名名名名」である。    

「mdb.mdb.mdb.mdb.property.property.property.property.」の部分は MDB カートリッジがキューの定義情報を認識するための接頭語で

ある。接頭語に続けてモデル図で定義したステレオタイプ<<Queue>>をつけたクラスの完全修飾

クラス名を記述する。「=」をはさんで実キュー名を記述する。 

maven.multiproject.type=pom 

～project.propertues の内容～ 

 

#論理キュー名と実キュー名のマッチング 

mdb.property....jp.co.exa_corpjp.co.exa_corpjp.co.exa_corpjp.co.exa_corp.sample1.Queue1.sample1.Queue1.sample1.Queue1.sample1.Queue1=system/Queue1 

mdb.property.jp.co.exa_corp.sample1.Queue2jp.co.exa_corp.sample1.Queue2jp.co.exa_corp.sample1.Queue2jp.co.exa_corp.sample1.Queue2=system/Queue2 

mdb.property.jp.co.exa_crop.sample1.Topic1jp.co.exa_crop.sample1.Topic1jp.co.exa_crop.sample1.Topic1jp.co.exa_crop.sample1.Topic1=system/Topic1 
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２２２２．．．．３３３３    <Message>><Message>><Message>><Message>>ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ    

<<Message>>ステレオタイプは、MDB カートリッジにおいてメッセージをやり取りするときに

使用するメッセージそのものとなるクラスである。JavaBeans と同じ形式の Java クラスファイ

ルを生成する。フィールドと関連は可視性を「publicpublicpublicpublic」にすること。 

 

図図図図２２２２－－－－２２２２．．．．ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ<<Message>><<Message>><<Message>><<Message>>のののの記述例記述例記述例記述例    

生成するないようには属性や関連の Setter や Getter も含まれる。 
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２２２２．．．．４４４４    <<MessageSender>><<MessageSender>><<MessageSender>><<MessageSender>>    

<<MessageSender>>ステレオタイプは、<<Message>>を指定した<<Queue>>へ送るためのクラス

である。フィールドやメソッド、タグ付き値などは設定しない。その代わり、<<Message>>クラ

スと<<Queue>>クラスへの依存が必要となる。図２－３．の MessageSend クラスには、Order ク

ラスと Customer クラスを XML 形式でシリアライズし、Queue1（実キューqueue/system/Queue1）

に送るメソッドを生成する（ここで Queue1 は図２－１．のキューと同一である）。 

 

図図図図２２２２－－－－３３３３．．．．ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ<<MessageSender>><<MessageSender>><<MessageSender>><<MessageSender>>のののの記述例記述例記述例記述例    

MessageSend クラスから生成された Java コードは図２－４．のようなイメージとなる（実際

に図２－４．のモデルを生成することではない）。 

 

図図図図２２２２－－－－４４４４．．．．<<MessageSender>><<MessageSender>><<MessageSender>><<MessageSender>>クラスクラスクラスクラスのののの生成生成生成生成イメージイメージイメージイメージ    

 

� sendCustomer（Customer）メソッドは受け取った Customer を XML にシリアライズし、

キューへ送信する 

� sendOrder（Order）メソッドは受け取った Order を XML にシリアライズし、キューへ送

信する 
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２２２２．．．．５５５５    <<MessageService>><<MessageService>><<MessageService>><<MessageService>>    

<<MessageService>>ステレオタイプは、指定した<<Queue>>から<<Message>>を受け取るためのク

ラスである。<<Queue>>クラスへの依存が必ず 1 つ必要になる。フィールドは設定しないが、ス

テレオタイプ<<MessageDr<<MessageDr<<MessageDr<<MessageDriven>>iven>>iven>>iven>>がついたメソッドを最低１つは定義する必要がある。また、

<<MessageDriven>>メソッドの引き数は必ず１つで<<Message>>型で無ければならない。さらに、

そのクラスへの依存が必要となる。ただし、例外として<<MessageService>>クラスから依存する

<<Message>>クラスが 1つの場合にのみ、メソッドの引数を省略することができる。その場合は、

ファイルに出力する際に MDB カートリッジが引数を付加して出力する。 

 

図図図図２２２２－－－－５５５５．．．．ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプ<<MessageService><<MessageService><<MessageService><<MessageService>>>>>、、、、<<<MessageDriven>><<<MessageDriven>><<<MessageDriven>><<<MessageDriven>>のののの記述例記述例記述例記述例    

図２－５．の MessageDriveMessageDriveMessageDriveMessageDrive クラスクラスクラスクラスからは 1つのインタフェースと 2つのクラスを生成する。生

成した Java クラスのイメージを図２－６．に示す（実際に図２－６．のモデルを生成すること

はない）。 

 

図図図図２２２２－－－－６６６６．．．．<<MessageService>><<MessageService>><<MessageService>><<MessageService>>、、、、<<<MessageDriven>><<<MessageDriven>><<<MessageDriven>><<<MessageDriven>>のののの生成生成生成生成イメージイメージイメージイメージ    

 

� MessageDriveMDB（インタフェース）は、UML で定義したメソッドを定義する。また、

javax.ejb.MessageDrivenBean , javax.jms.MessageListener を継承する。 

� MessageDriveMDBBase（抽象クラス）は、 MessageDriveMDB インタフェースを実装し
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たクラスであり、onMessage(String)と UML で定義したメソッドと抽象メソッドを実装

する。UML で定義したメソッドは、内部で抽象メソッド handleXXXX(xxxx)メソッドを呼

び だ す 。 例 え ば 、 receiveOrder(Order) は 内 部 で 抽 象 メ ソ ッ ド

handleReceiveOrder(Order)を呼びだす。 

また、onMessage(String)では、キューから受け取った XML メッセージをデシリアライ

ズし、そのオブジェクトに応じて適切な<<MessageDriven>>メソッドを呼びだす。 

� MessageDriveMDBImpl（クラス）は、MessageDriveMDBBase をスーパークラスとする。

また、MessageDriveMDBBase の抽象メソッドをここで実装する（（（（注意注意注意注意：：：：このこのこのこのクラスクラスクラスクラスははははビビビビ

ルドルドルドルドごとにごとにごとにごとに上書上書上書上書きされないきされないきされないきされない。。。。1111 度度度度だけだけだけだけ生成生成生成生成するするするする））））。プログラマは、このクラスに適切な

実装コードを記述することとなる。 
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付録付録付録付録１１１１    

１．３で説明した project.xml に記述する MDB カートリッジのプロパティの内容を下記に記

す。 

� messagemessagemessagemessage----objectobjectobjectobject    

必須必須必須必須：○ 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：なし 

内容内容内容内容：ステレオタイプ<<Message>>がついたクラスの出力先 

備考備考備考備考：なし 

� serviceserviceserviceservice    

必須必須必須必須：○ 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：なし 

内容内容内容内容：ステレオタイプ<<MessageService>>がついたクラスのインタフェースと抽象クラ

スの出力先 

備考備考備考備考：なし 

� serviceserviceserviceservice----implimplimplimpl    

必須必須必須必須：○ 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：なし 

内容内容内容内容：ステレオタイプ<<MessageService>>がついたクラスの実装クラスの出力先 

備考備考備考備考：なし 

� messagemessagemessagemessage----utilutilutilutil    

必須必須必須必須：○ 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：なし 

内容内容内容内容：ステレオタイプ<<MessageSender>>がついたクラスの出力先 

備考備考備考備考：なし    

� propertyPathpropertyPathpropertyPathpropertyPath    

必須必須必須必須：○ 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：なし 

内容内容内容内容：論理キューと実キューのマッピングが記述されている外部ファイルパス 

備考備考備考備考：なし    

� ejbejbejbejb----xmlxmlxmlxml    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：なし 

内容内容内容内容：ejb の設定ファイル(ejb-jar.xml や jboss.xml)の出力先 

備考備考備考備考：Spring、Hibernate カートリッジと併用する場合は必要、ただし、EJB カートリッ

ジと併用する場合は不要 
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� jmsFactoryjmsFactoryjmsFactoryjmsFactory    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：ConnectionFactory 

内容内容内容内容：JMS Factory の指定 

備考備考備考備考：なし    

� persistenceTypepersistenceTypepersistenceTypepersistenceType    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：spring 

内容内容内容内容：永続層で使用するカートリッジの種類 

備考備考備考備考：MDB カートリッジはこのプロパティで指定しているカートリッジと併用する    

� sessionsessionsessionsession----ejbsejbsejbsejbs    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：ブランク 

内容内容内容内容：EJB を使用する場合のファイル出力先 

備考備考備考備考：spring カートリッジとの併用で使用する 

� securityRealmsecurityRealmsecurityRealmsecurityRealm    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：ブランク 

内容内容内容内容：EJB のセキュリティー有無 

備考備考備考備考：spring、hibernate カートリッジとの併用で使用する    

� destinationTypedestinationTypedestinationTypedestinationType    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：Queue 

内容内容内容内容：送信タイプのデフォルト 

備考備考備考備考：なし    

� implementationOperationNamePatternimplementationOperationNamePatternimplementationOperationNamePatternimplementationOperationNamePattern    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：handle{0} 

内容内容内容内容：実装クラスのメソッド名パターン 

備考備考備考備考：なし    

� ejbViewTypeejbViewTypeejbViewTypeejbViewType    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：local 

内容内容内容内容：EJB のタイプ 

備考備考備考備考：なし    



MDBMDBMDBMDB カートリッジカートリッジカートリッジカートリッジ    ユーザーユーザーユーザーユーザーガイドガイドガイドガイド    

  

- 28 - 

Copyright © 2005,2006 EXA CORPORATION all rights reserved. 

    

� serializableserializableserializableserializable    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：true 

内容内容内容内容：メッセージクラスの永続化有無 

備考備考備考備考：なし    

� xmlEncodingxmlEncodingxmlEncodingxmlEncoding    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：UTF-8 

内容内容内容内容：ejb 設定ファイルの XML エンコードタイプ 

備考備考備考備考：なし    

� parameterRequiredCheckparameterRequiredCheckparameterRequiredCheckparameterRequiredCheck    

必須必須必須必須：× 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト：true 

内容内容内容内容：ステレオタイプ<<MessageService>>のついたクラスのメソッドパラメータの必須

チェック 

備考備考備考備考：なし    

 


